
                      　　　　　　　　　　　　

 

 

8月例会のご報告  

　         担当世話人   佐野江利子,柴本米一 　

あの日から３年半～原発問題が彷徨う福島：講演会

8月22日(金)、阪急うめだ本店13階にあるイタリアレストラン“トラットリア アル・ポンピエーレ”にて8月例会が開催されました。シンプ
ルだが平凡ではないを料理哲学とするイタリア・ヴェローナ発祥のレストランです。
さて、夏の定番となったビアパーティ形式の8月例会ですが、当初企画としては5月例会における「土佐派建築見学会」のスライド報告と7
月例会の「東日本大震災復興の現状視察」のスライド報告でした。それだけでも十分厚みのある企画でしたが、さらに厚みを増すがごと
くビッグなゲストを今回お迎えすることが出来ました。ＪＩＡ東北支部長を務められております建築家、辺見美津男様です。本例会にもご
出席をいただいたＪＩＡ近畿支部長である松本敏夫様の熱いお誘いによるものですが、辺見様が居を置くのは福島県白河。例会開始
とともに「あの日から３年半～原発問題が彷徨う福島」というタイトルでご講演をいただきましたが、東北や福島が今もなお抱える問題
やその現状、復興の様子、エネルギーの今後のあり方、そして社会システムはこれからどうあるべきか等々、それこそ日本の国が総力を
挙げて考えていかなければならない話の数々です。ところで2014年のＪＩＡ東北支部建築家大会はその福島にて、11月7日(金)・8日(
土)両日「あとから来る者のために」とメッセージを掲げ、大会開催の発信をしていますと辺見様からご紹介をいただきました。大会にご
参加できる方は是非ご出席ください。そして何より住宅部会員全員で大会の成功をお祈りいたします。
さて講演終了後、お待ちかねのビアパーティがスタート。レストランの代名詞でもある生ハムやパスタ、ピザ、肉料理そしてビールにワイ
ンを食しつつ大いに盛り上がっている中、若干小休止となったタイミングで次の企画である「東日本大震災復興の現状視察」のスライド
報告を西濱浩次氏に、また「土佐派建築見学会」のスライド報告を福田浩明氏に行っていただきました。震災後の東北各地の復興状況・
現実、またそこから感じることを語っていただいたり、土佐派建築見学では土佐各地に点在するそれら建築物について、土佐派の家ネッ
トワークスの一人である建築家細木茂氏にもご案内をいただいたり等、詳細を聞かせていただきました。一度に3つもの企画を堪能で
きたビアパーティ、ある意味贅沢な例会でした。多くの方にご参加いただき、そして大いに盛り上げていただいきながら無事に8月例会
を終えることができましたこと、関係者ともども改めて感謝いたします。
(柴本米一)  

７月例会～東日本大震災復興の現状視察：スライド報告会
５月例会～土佐派建築見学会：スライド報告会



11月例会のご案内 　　担当世話人：横関正人、平居晋

富田林寺内町見学会　　　　　　　

　

（見学予定）
13：30富田林駅出発　
→　田中家（登録文化財）
→　寺内町まちなみ見学　
→　寺内町の家（設計／ＮＥＯＧＥＯ）
→　じないまち木くま館（設計／ＮＥＯＧＥＯ）　
→　城之門筋に建つ寺内町の家（Laidback）（設計／ＮＥＯＧＥＯ）　
→　田守家
→　興正寺別院（外観）
→　陶工房　飛鳥（設計／ＮＥＯＧＥＯ）　
→　旧杉山家（重文）　
→　寺内町まちなみ自由見学　
→　じないまち交流館前集合　
→　路地のある寺内町の家（設計／ＮＥＯＧＥＯ・アトリエ兼自邸）
　他

 ・日程 2014年11月29日（土曜日）13：00から受付、13：30～17：00頃
・集合場所　近鉄富田林駅南口
・寺内町へのアクセス
　天王寺より近鉄長野線・富田林駅下車
　お車でお越しの際は、市役所第２駐車場もしくは近くのコインパーキングをご利用ください。
・参加費
　住宅部会員　無料（事務所スタッフも会員扱いとします）
　会員外の方　760円（旧杉山家・旧田中家の入場料となります）

・懇親会　ｐｍ5：30～
路地のある寺内町の家／鴛鴦庵（アトリエ兼自邸）にて　20名程度
会費　2,000円程度（実費精算）※飲物の差入大歓迎

・問合せ・申込先
　事務所名
　氏名
　携帯番号
　メール
　申込先 E‑mail info@neogeo‑inc.com
         FAX 06‑6231‑3425
※先着順締切とさせていただきます。（定員25名）
　　

　　　

　　　
　　

【ちょっとコラム】
今年の海外視察旅行は、10月10日から16日までアメリカ西海岸、ロサンゼルスとフェニックスへ行ってきました。ロスではケーススタディハ
ウスなど1900年代前半から中盤にかけての住宅を中心に見て回りました。そしてサンディエゴでは、あこがれのソーク生物学研究所/ルイ
ス・カーンを見ることができました。わたくしごとですが、学生時代にこの中庭の写真を見て”建築設計”に進むことを決心した、という過去が
あります（「誰がキョーミあんねん！」って感じですが）。　さて、早いもので今年も残すはあと2か月です。いよいよ忘年会の案内も出てきまし
た。ラストスパートです、頑張って行きましょう！(TH)
      

情報コーナー

※後日正式な案内が届きます。それからお申込み下さい。

・11月4日(火)建築家カタログ＆ＷＥＢ委員会15：00～16：00
・11月4日(火)作品展委員会16：00～17：30
・11月4日(火)世話人会17：30～19：00
　　　　於：JIA事務局会議室

富田林寺内町は、大阪府で唯一重要伝統的建造物群保存地区（以下、重伝建地区）に指定された全国的にも美しい江戸時代から昭和初
期の町並みが残っています。中心部を南北に縦断する城之門筋が日本の道100選に選定されています。興正寺別院を中心に堀や土塁で
防御された江戸時代以降の町家は、ほとんどが現在も住まいとして利用され、さらにここ数年で空家利用した店舗も増えてきました。
　今回、富田林寺内町の歴史・まちなみを散策し、江戸時代から残るまちなみの案内をお楽しみ下さい。
　また、普段はあまり紹介されていない町家の改修事例もご覧いただく予定です。
是非とも参加下さい。

　                           



※後日正式な案内が届きます。それからお申込み下さい。


